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                           and Akira TAMAKI. 
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   ATMURIN has been used in 10 cases, consisting of 2 control cases, 2 cases of 
treatment prior to lumbar anesthesia and 6 cases of lowering of blood pressure 
during operation under lumbar anesthesia. 
   1) In control cases, rise in blood pressure, increase in pulse rate and respira-
tory stimulation have been observed upon intravenous injections of 30 mg. and 
45 mg. of ATMURIN. 
   2) By an intravenous injection of 30 mg. of ATMURIN prior to lumbar anes-
thesia, inhibition of lowering of blood pressure under lumbar anesthesia has been 
noted. 
   3) In case of lowering of blood pressure under lumbar anesthesia performed 
without any prior treatment, an intravenous injection of 60 mg. of ATMURIN 
has obtained rising in blood pressure. In a case where NOBLON has been used 
for preparatory anesthesia, considerably lowered blood pressure under the lumbar 
anesthesia has been rapidly raised upon an intravenous injection of 30-90 mg. 
of ATMURIN. 
   4) No side-effect has been encountered with intravenous injection of 
ATMURIN, however, a case has complained of pain in the chest due to rapid 
respiratory stimulation upon injection. It is desirable that the injection be per-
formed rather slowly, and may be rational to inject ATMURIN mixed in glucose 
solution.
緒 言
腰椎麻酔 におけ る最 も多い副 作用は血圧降下
で あつて,,SpinalShock"とも云 われ,そ の
予防に対 しては従来一般 に血圧上 昇剤が使 用さ
れてお り,我 々も慣用す る処で ある.近 年 クロ
ルプロマ ジン製剤 による強化麻酔 を施せば,腰
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椎麻酔の効果を増強するととも江,危綾なシ躍










ア ト ム リン はN-N,-Dibutyl-N-N,-Dicarbo
ny-Morpholide-Ethylenediamineで1cc嘩
15mg含 有 し て い る.そ の 薬 理 作 用 は ア ミ ノ
コ ル ジ ン よ り15倍 も 強 く,し か も 血 圧 上 昇,縛
動 数 増 加 作 用 は ア ド レ ナ リン,エ フ 澱 ド リ ン と
同 様 に 強 い と 云 わ れ て い る.
臨 床 知 見
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い.準備麻麟 としてほ手術前 夜 クロルプμマジ ソ錠
〈25mg),プロメサジソ錠(25mg),ノレミナPノレ◎・19
を内服せしめて患者を不安感なく熟睡させた.手術当
縫術蕊 三～2時 聞に1管2㏄ 癖 クロルプpavジy12.
5mg,ピラガタール0,29,獺 ～ジフエこ/ヒドラミン「




を静注 してAの 血座,脈搏,呼 吸に及檬す作用をみ
た。第1表 及び第1,2図 の如 く,2例 とも注射鹿後



































註A… … … ア トム リソ












































mgを 静 注 して腰 麻後 の血 圧 降下抑 制 作 用 を 測定 した
(第2表).
〔第1例 〕59才,9右 腎 部分切 除.腰 麻 薬Nup-S
5mg,麻酔 高D12.
腰 麻 前A30mg静 注 後5分 に て血 圧 は140mmHg
よ り160mmHg(以 下 皿mHgを 省 略す)と 上 昇 し,
註Nup-S… ……0,25%高比 重 ヌペ ル カイy
Xy1-S-・-3%高 比重 キ シ ロ カイ ソ
L腰 麻
第2表 腰麻前処置としてA使用例
症例 年令 性 術 式 腰麻薬 麻酔高A使 用量
血 圧 脈 搏
備 考
・訓 ・後IL後 ・前 ・倒 ・後
1 59 ♀ 右腎部分切除 Nup-S D12 30mg 140 160120
2cc(5mg) (+20)(-20)
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N7㏄ 使用 に ょ り血 圧 は160
よ り80に降 下 し,N使 用過 量に
も とつ くものか 腰麻 後6分 にて
38に降 下 し,呼 吸 も微 弱 となつ
た.A60mg静 注 に ょ り呼吸
は速 や かに 恢 復 し,血 圧 は10分
後48,20分後60と上 昇 し,爾 後
43〆 この程 度 の低 圧 で あつ たが 順 調
に経 過 した.
〔第6例 〕68才,6.前 立 腺
易1」.Nup-S6.25mg,Dlo.
N4ccを 使 用 し血 圧 は112よ
り90に降下 したが,腰 麻 前 に は
130に上 昇,腰 麻 後20分に於 て
80に降下 し,A30mgを20%
第4図











N2㏄ 使 用 に ょ り血 圧 は120より110に降下,腰 麻
〔第6例 〕
第5図























〔第8例 〕46才,6.左 腎 易lj.XyレS60mg,Dq..
N2cc使 用に ょ り血 圧 は126より120に降 下,腰 麻
後20分に74に降一ドした の で,A60mgを20%葡 萄 糖
液20ccに混じて静注,10分後には84に上昇 し,爾後
順調に経過 した.前記10例に就てみ るに,対 照2例 に
てA30mg,45mgに より呼吸興奮,血圧上昇作用
を示 した.腰 麻前処置 として使用せる場合は,2例 と


























ア トム リンを対照2例,腰 麻 前処置 として2
例,腰 麻後術 中の血圧降下に6例,計10例 に使
用 した.
1)対照例に於てア トム リン30mg,45mg
静注にて直後 よ り,血 圧上昇,脈 搏数増加,呼
吸興奮作用を認めた.
2)腰麻前 にア トム リン30mg静 注 に ょ
り,腰 麻後 の血圧降下抑 制作用を認 めた.
3)前処置 を してない腰麻後 の血圧降下 に対
してア トム リン60mg静 注にて血圧上昇 を得
た.準 備麻酔 として ノブロンを使用 せる症例 に
て,腰 麻後著明 なる血圧降下 を来たせ るものに
対 して,ア トム リン30～90mg静 注に より速
やかな る血圧上 昇作用を認 めた.
4)ア トム リン静注に よる副作用は経験 しな
かつたが,注 射時 に迅速 な呼吸興奮に基 く胸痛
を訴 えた例 があ り,注 射は比較的緩徐 に行 うが
望 しく,こ のために葡萄糖液に混 じて行 うのが
合理的で ある.
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